公益社団法人 山形青年会議所
２０１３年度 第６回理事会 議事録

◆ 日  時 ：２０１３年６月２４日（水）
１８：３０～２１：３０
◆ 場　所 ：パレスグランデール

1． 開  会                                                                    横山専務理事
2． ＪＣＩクリード唱和                                                        與田委員長 
3． ＪＣＩミッション並びにＪＣＩビジョン唱和                                  佐藤幸助委員長
4． ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和                                              長瀬総括幹事
5． 出席者の確認（敬称略）                                                    舟山事務局長
理事長                      井　上　周　士
直前理事長                  野　口　雅　弘
特別顧問                    荒　井　　　寛
実行委員長                  齋　藤　秀　和
副理事長                    伊　藤　健　二
副理事長                    中　村　祥　之
副理事長                    齊　藤　秀　昭
副理事長                    鈴　木　辰太郎（遅参）
監事                        酒　井　貞　和（欠席）
監事                        中　村　正　利
監事                        矢　口　政　則
専務理事                    横　山　隆　太
議長                        佐　藤　貴　博（欠席）
特別委員長                  三　沢　慶　洋
常任理事                    安　藤　太一郎
常任理事                    鈴　木　　　力（遅参）
常任理事                    今　野　　　修
常任理事                    遠　藤　智　大（欠席）
本部長                      渡　部　明　弘
委員長                      佐　藤　幸　助
委員長                      武　田　靖　裕
委員長                      長谷川　吉之介
委員長                      與　田　貴　博
委員長                      荒　井　要　雄
総括幹事                                會　田　智　弘
総括幹事                                長　瀬　洋　一
出向理事                                井　上　智　博
事務局長                                舟　山　力　也

＜オブザーバー＞
総務情報委員会副委員長                  黒　澤　利　道
会員交流委員会幹事                      岩　田　雄　治
花火大会特別委員会部会長                黒　沼　　　望
花火大会特別委員会部会長                松　田　佳　人
ＡＳＰＡＣ準備事務局委員                大　場　俊　幸
グローバルシティー創造委員会委員        高　野　秀　哉
グローバルシティー創造委員会委員        五十嵐　博　子
会務セクレタリー                        千　歳　　　望
会務セクレタリー                        長谷川　晃　一

６．会議成立の確認                                                           舟山事務局長
公益社団法人山形青年会議所定款第５章・第４５条に基づき理事会構成員の２分の１以上の出席のため、本理事会は成立

７．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名                                   井上周士理事長
議事録署名人は井上周士理事長・中村正利監事・矢口監事の３名
議事録作成人は会務セクレタリー

８．前回議事録の承認                                                        井上周士理事長
不備等が無い場合は、本会議終了を以て自動承認

９．理事長予定者挨拶                                                        井上周士理事長
本日もご多用の中、そして連日のＪＣ活動の中、本理事会にご参加いただきましてありがとうございます。まずはＡＳＰＡＣ光州大会、皆様の頑張りで素晴らしい次年度開催地ＬＯＭとして終えることができました。ありがとうございます。井上智博出向理事を始めとするＪＣＩ関係委員会の皆様、そしてアジアアライアンス確立委員会の皆様、ＬＯＭの代表として様々なファンクションを行っていただき本当にありがとうございました。そして、総会であるとかＶＩＰランチョンなど夜通しの作業で頑張っていただいたＡＳＰＡＣ準備事務局の皆様、本当にお疲れ様でした。そしてこの度５８名ものメンバーを率いて参加していただき、素晴らしいＪＡＰＡＮナイトを設営いただきました佐藤幸助委員長ありがとうございました。そして東北地区協議会会長として東北地区ランチョンですとか、ＡＳＰＡＣフラッグも開催地ＬＯＭを代表して受け取っていただいたりと、見事な働きを見せてくれた荒井会長、伊藤運営専務、お疲れ様でした。ＪＣＩ特別会頭補佐スポンサーシップ担当として野口直前理事長、ＡＰＤＣ開発担当役員として遠藤智大常任理事のご活躍お疲れ様でした。そして、全般にわたりますファンクション調査や積極的にご参加いただきました理事メンバーの皆様も本当にありがとうございました。お陰様でＧＡＲＡパーティーにおきまして、ＡＳＰＡＣフラッグが荒井会長の手に渡り、荒井会長から小畑会頭の手に渡り、小畑会頭から齋藤実行委員長の手に渡り、文字通り旗を振りまして次年度のＡＳＰＡＣ開催の灯火となったわけです。いよいよこの日を迎えました。この頑張りと言うのも先輩方のお支えがあったからこそなんですが、最後の辿りついた部分は現役の頑張りの何者でもないと思います。この度のＡＳＰＡＣ光州大会でいくつかの気付きと学びがあったと思うのですが私なりに気付いた点といたしまして、頑張ってもらっているメンバーの顔ぶれが変わってきたなと思いました。それは、いろいろな部分で若手が活躍してもらって、メンバーも積極的に参画してくれているなと思った次第であります。今回はただの参加ではなく調査という部分での動きで参加していただいたと思うのですが、多くの機会に真正面から向き合って取り組んでいただいたことで、皆様の経験値や自分の力となり、ＬＯＭの力にもなったのだと確信しております。この青年会議所というのはＡＳＰＡＣ以外でも多くのものを与えてくれます。しかし、機会を与えてもらっても掴むか掴まないかは自分次第であり、ＡＳＰＡＣという大きな目的に向かって自らが積極的に参加して、そしていろいろな物を見て学びや気付きを得て掴むことによって自分の力にもなりＬＯＭの力にもなるのだと思います。これからいよいよＡＳＰＡＣ開催に向けて本格的になっていくのですが、時間は２４時間しかないわけであり、当然ＡＳＰＡＣを行いながら会員拡大や花火大会もあり、ＬＯＭの事業等々もあります。そんな中でやはり開催地ＬＯＭであるので、様々なことに真摯に向き合っていただいて是非自分の力にしていただいて、はっきり言えば会社に持ち帰ってもらいたいです。必ず精通するものがあると思います。また、行政や民間企業と接する機会が非常に多くなると思います。もちろん国外の機会もですが自分で機会を掴んでいただき会社に持ち帰ってもらい会社の力に、山形の力に、ＬＯＭの力にしてもらいたいと思います。
話は変わりますが、シニアの組織についても６月２７日にプレ会議のようなものがありました。岡崎彌平治先輩を会長とするシニアの組織がいよいよ動き出しました。シニアの組織は別で動きながら、私たち現役メンバーがコミットしづらいＡＳＰＡＣセネターの方々ですとか、協賛金の募集とかシニアはシニアで現役がお願いしづらい部分で支えていただくという形です。シニアの方々が口を揃えておっしゃるのが「現役頑張れ。シニアは余計な口は出さないからな。」と言ってくださいます。作っていくのは我々現役です。主導権を持って大変ですが頑張っていきましょう。
結びとなりますが、ＡＳＰＡＣの大きな目標の他にも目の前の目標は花火大会です。山形ＪＣの代名詞の事業であり、花火大会の成功なくしてＬＯＭの成功はありません。ＡＳＰＡＣ光州大会が終わった今、モードを切り替えて、協賛金をすぐにでも集めてください。私も形になってはいませんが、声を掛けと動きました。ＡＳＰＡＣ山形大会と花火大会のどちらもしっかりと向き合って取り組むことでＬＯＭの纏りとなります。今回ＡＳＰＡＣ光州大会に参加できなかった方々もいろいろな方面で頑張っていただいております。会員拡大も７月認証で３５名だそうです。今年は５０名に向けてチャンスの年です。佐藤議長と會田総括幹事も頑張ってくれていますので、大変な時期ですがチャンスがたくさん転がっている時期ですので皆様頑張りましょう。
それでは、本日も宜しくお願い致します。

１０．直前理事長予定者挨拶                                                     野口直前理事長
皆様お疲れ様です。ご多忙の中、理事会にお越しいただきありがとうございます。そして、先程井上理事長の話にもありました、ＡＳＰＡＣ光州大会に関しまして皆様のおかげで無事に旗をいただきました。
来年いよいよ山形での開催になります。
その事に関して触れさせていただきます。細かな事まで言えばたくさん言いたいことがあるのですが、ＡＳＰＡＣを開催するうえで皆様がどの様に思っているのか。先程、理事長は柔らかい言葉で促すようなお話でしたが、私は飴と鞭でいくと今日は鞭で行かせていただきますが、「本当にヤル気があるのか」「全て仕切っているのは長谷川先輩ではないのか」と私は思いました。私も出向してＬＯＭのお手伝いがなかなか出来ないですが、他のＬＯＭから言われることは「長谷川先輩頑張っているね」と言われます。と言う事は我われ現役のメンバーが見えてないのです。開催が決定いたしましたので覚悟を持って行って下さい。お願いでも何でもなくて、やるしかないのです。３６５日を切ったのです。一人ひとりが自分の役割を決めて理解して進んでいただきたいと思います。
この事に関していいと思った文があるのでご紹介したいと思います。「思いは叶う。願望や目標が実現するかどうかはそれに対する思いの強さにあります。思いを練り上げていく為の実践として、次の３段階があります。１つ、書く事。期限を決めて断定的な言葉で書く。文言を実にすることで意識が自ずる。２つ、言う。声に出して繰り返し唱える。本気で宣伝する。何度も何度も唱えることで思いは更に深まります。３つ、誓う。人の前で自己の実践を必ず約束する。そして、大きな力と結び合うことで思いが本物になります。書く・言う・誓う、の実践を繰り返すことで信念が固まり、その信念がチャンスや出会いを引き寄せる。思いが叶えば幸福度は増します。一貫した信念を築きあげましょう。」今日の会社の終礼で紹介した言葉です。ＪＣ活動で綱領やクリードを何故毎回言うのか、再度確認して下さい。あとはやるだけですから。
それと、理事長の所信「Ｌｅｔ　Ｙｏｕｒ　Ｐｏｗｅｒ　Ｓｈｉｎｅ　～多くの機会と真摯に向き合い輝かせよう自分の力～」これが何故今年の所信なのか。再度読み返してください。そして、この理事会をするのか。次回の理事会まで考えてきてください、ではなくて今日感じてください。ここで何をするのか、何を決定するのか。それを一つひとつ無駄なく山形ＪＣ６０周年まで突き進んで欲しいと思いまして、今日は厳しい言葉を言わせていただきました。そしてＪＣ活動は皆様の人生の一つの手法に過ぎません。最終的には皆様が幸せに一生を過ごせるような勉強する機会がＪＣだと思い４０歳まで頑張っていただきたいと思います。私も卒業までカウントダウンだと思っていますがカウントダウンという気持ちには全くなっておりません。やはり、昨年ビットを取らせていただいた理事長としてＡＳＰＡＣまでは皆様と共に現役と位置づけて一生懸命活動していきたいと思います。
最後になりますが、今日会社に新しい従業員が来たのでお話をさせていただきました。私はお金のために働けとか従業員に結構言います。会社の貢献度は付いてくればいいと話したら「随分面白いことを言うのですね。」と新しい従業員に言われ「何故ですか。」と聞き返したら「普通は会社のために一生懸命働いてくれと言われる。」と言っていました。元々個人の目標がしっかりと設定されていないとなかなか仕事にも打ち込めないですし、家庭を持った場合にそれを満足する事が出来ませんし、自分の趣味とか幸福度が上がってきません。皆様は今忙しい中であまり感じないかもしれませんが一人ひとりＪＣ活動ではなくてもいいので再度自分の人生の目標を見定めて一歩ずつ歩いていただきたいと思います。そのようなことを何気なく言われて、私も自分の人生をしっかりやらなくてはいけないと思いました。ＪＣ活動で培ってきた物を友情という形で、そしてライバルという形で皆様と共有しながら、今日より明日、明日より明後日と一歩ずつ大きくなっていただければと思います。
それでは今日の理事会もどうぞ宜しくお願い致します。

１１．議題並びに資料の確認                                                    荒井要雄委員長
配布資料　第６回理事会アジェンダ　
確認事項その他を含め２件、討議事項その他を含めて２件、審議事項その他を含めて４件、協議事項その他を含め７件、報告・依頼事項その他を含め１０件

１２．議事の採択                                                              井上周士理事長
全員賛成

１３．確認事項
確－０３　その他
削除

確－０１　６月例会 ２０１４年ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会成功へ向けた学びと感謝の集いについて
ＡＳＰＡＣ準備事務局
長瀬総括幹事【確認・依頼】
６月例会の流れについて資料にて確認いただきたい。ＩＮ/ＯＵＴについては本日時点の情報であり、参加者、席次も今後変更も起こりうる。受付、送迎、懇親会でのホスト役など皆様にお手伝いをお願いしたいと思っているがまだその資料が完成していない。詳細については理事会後に副実行委員長に残っていただき確認と打ち合わせをお願いしたい。

安藤常任理事【補足】
現在７９名の登録になっている。再度委員会メンバーに出席を促していただきたい。

中村祥之副理事長【補足】
当日のご協力をよろしくお願いしたい。

野口直前理事長【意見】
参加促進に関しては単なるお願いではなく、ＡＳＰＡＣ事務局からきちんと電話をしてお願いしていただきたい。

確－０２　例会の出席率について                                                総務情報委員会
荒井要雄委員長【確認】
５月までの委員会別の例会出席率を反映している。
委員長より委員会メンバーに対しての声掛けを行っていただき、出席率向上へのご協力をお願いしたい。

横山専務理事【補足】
一度も出席していないメンバーを赤字にしている。各委員長から電話での連絡を徹底していただきたい。
６月以降も理事会にて委員会別出席率を確認事項または報告事項にて上程していく。

14． 討議事項
討－０２　その他
削除

討－０１　公益社団法人格維持セミナーの企画・実施に関する件   法人格維持継続プロジェクトチーム
鈴木力常任理事【上程】
入会年数の浅いメンバーにも内容ご理解いただけるような内容にしたいと考えている。講師については未定であるが次回理事会にて報告できるようにしたい。

齊藤秀昭副理事長【補足】
各委員長からお声掛けをいただきより多くのメンバーに出席いただけるようご協力をお願いしたい。

武田委員長【質問】
講師の案はあるのか。

鈴木力常任理事【回答】
横山専務理事、野口直前理事、監事の御三方にお願いしたいと考えている。

武田委員長【意見】
プログラムの内容からすると現役メンバーが講師の方が適任だとは思うが、シニアメンバーも含めて講師選定していただければと思う。

野口直前理事長【意見】
講師については日本ＪＣの顧問や監事などの外部講師も検討していただきたい。

横山専務理事【意見】
時期についてまだ明示できない状況になっているが、次年度スケジュールとも調整しながら早い段階で提示できるように齊藤リーダー中心によろしくお願いしたい。

15． 審議事項
横山専務理事【説明】
これから審議される花火の議案に関して、本年度花火大会協議会の方に副会長として井上理事長が、理事として齊藤副理事長、三沢特別委員長、私が構成されている。業務委託の相手先である協議会の役員になっているこの４名に関しては議決権なしで進めていく。なお議決権を持たない者に関してこれまでも退席はしていないが、退席が望ましいという判例がでていたりもする。今回もスムーズな運営のため退席はなしとする。なお議長が議決なしということに関しては、今回は議長ではなく進行役としてその任を理事長に務めていただくことにする。

審－０５　その他
削除

審－０１　第３４回山形大花火大会の実施（案）並びに予算（案）承認に関する件
花火大会特別委員会

渡部本部長【上程】
内容に関しては以前審議をいただいたものと変更はないが、今回事業委託費３０００万の見積を添付している。設営費に１３７０万、煙火代に１６００万、事務員費２７万、予備費３万となっている。
慎重審議をよろしくお願いしたい。

今野常任理事【補足】
内容をよくご確認いただき慎重審議をお願いしたい。

井上周士理事長【採決】
全員賛成

審－０２　第３４回山形大花火大会の「お天気まつり」の開催（案）承認に関する件
花火大会特別委員会
渡部本部長【上程】
第１部は式典として表彰や感謝状贈呈を行い、第２部は懇親会としてアトラクションを準備している。慎重審議をお願いしたい。

三沢本部長【補足】
当日は花火大会に向けて気勢を上げていく場にしていく。
宜しくお願いしたい。

今野常任理事【補足】
慎重審議をよろしくお願いしたい。

齊藤秀昭副理事長【補足】
８月１４日晴天になるべく祈念しながら素晴らしい会にしていきたい。

鈴木辰太郎副理事長【質問】
先ほど審議をもらった議案の人数と整合性がとれていない理由は何か。

渡部本部長【回答】
人数を変更して再度上程したい。

鈴木辰太郎副理事長【意見】
来賓の方や協力者に感謝の意を示す場であるので参加案内から把握までしっかりと行って頂きたい。

渡部本部長【上程】
新入会員が入っていないのと、ＪＣＣの人数の把握がなっていなかった。
両議案とも修正の上、再度上程させていただく。

井上周士理事長【採決】
全員賛成

審－０３　４月公開例会の事業報告（案）並びに決算（案）の承認に関する件
グローバルシティー創造委員会
武田委員長【上程】
監査人役職の名前が抜けていたので矢口政則監事を追加して審議上程させていただく。
当日は皆様からもご協力をいただき７００名前後の市民の方より参加いただいた。また後日１２万人がいらしたスプリングフェスティバルでも展示させていただいた。当日混乱したところもあったがメンバーの協力で成功に終わったと思っている。
慎重審議をお願いする。

今野常任理事【補足】
事業開催後も多くの方の目に触れるところに展示も行われている。
事業の締めとなるので慎重審議をお願いしたい。

齊藤秀昭副理事長【補足】
大成功の事業であったと自負している。
慎重審議をよろしくお願いしたい。

矢口監事【監査報告】
監査の結果、適正に処理されていたことを報告する。

野口直前理事長【意見】
決算のリンクが飛ばない。
良い事業といっているのにこれでは締まらない。

齊藤秀昭副理事長【回答】
全てを修正した上でしっかりとした管理資料にしていく。

中村祥之副理事長【質問】
事業計画の時の議案に世界一への申請ということで後日ギネスに申請を行うとなっていたと思うが、その後の経過が記されていない。どのような結論になったのか説明いただきたい。

武田委員長【回答】
世界一への挑戦という文言で記していた。ギネスには事前申請をしていたが２～３か月待ちとなっているので追って報告したい。申請は無料のところで行っている。

中村祥之副理事長【質問】
ギネス申請した結果は議案として改めて報告していただけるということか。

武田委員長【回答】
部分的に議案として報告が必要かどうかは事務局とも確認していく。
申請結果は時間がかかっても報告していきたいと考えている。

鈴木辰太郎副理事長【質問】
事業目的の達成の検証についてこの記載内容で適切だと思うか。

武田委員長【回答】
目的を達した点としては市民の方とコミュニケーションを取りながら絆を深めることができたと思う。しかし達しなかった点としては市民の方に対して事業後のアプローチがもっと必要だったと思っている。事業後に中心街に足を運んでいただくことがなかなかできなかった。

鈴木辰太郎副理事長【意見】
事業目的に対してどのような成果が上げられたかを記すべきである。
参加員数も約７００名となっているがしっかりとした根拠のある数字を示すべきである。
また、ギネス申請が終わったあとに報告議案を出すべできであると考える。
事務局と総務情報委員会には参考資料と審議対象資料の区別をしっかり指導していただきたい。

齊藤秀昭副理事長【審議取り下げ】
間違いのない議案を作成し再度上程をしたい。
審議を取り下げる。

審－０４　休会者承認（案）に関する件                                            事務局
舟山事務局長【上程】
花火大会特別委員会の柴田雅章君より仕事上の都合ということで休会届が出ている。
慎重審議をお願いしたい

横山専務理事【補足】
本人とも面談の上での休会ということである。よろしくお願いしたい。

鈴木辰太郎副理事長【質問】
休会について、義務は免れるが権利は失わないという理解でよろしいか。
つまり正会員としての分母には入るということでよろしいか。

横山専務理事【回答】
１１６名スタートであったが前回の理事会で退会者が２名、休会者が１名となっている。
今回休会の審議をいただくとさらに１名となり１１２名が分母となる
休会者については分母には入れないが、権利は有しているということである。

井上周士理事長【採決】
全員賛成

16． 協議事項
協－０７　その他
削除

協－０１　新入会員の入会認証（案）に関する件                       会員パワーアップ特別会議
會田総括幹事【上程】
７月９日にメトロポリタン山形にて１８時半より認証式を実施する。資料にスポンサーリストを添付してある。第１クールの認証式では、確実なところで３１名・有力候補で３名の新入会員を予定している。３５名に近づけるよう頑張っていきたい。

伊藤副理事長【審議振替】
意見が無いようなので、認証リスト３１名分の審議振替をお願いしたい。

横山専務理事【意見】
事務局を含めて検討のため５分間休憩とする。

伊藤副理事長【審議振替取り下げ】
入会申込書を頂いていない候補者がいたため、審議振替を取り下げる。

井上周士理事長【コメント】
監理規則の面からも、臨時理事会を開催しての認証とする。よろしくお願いしたい。

協－０２　１０月例会の企画・実施（案）に関する件                               渉外支援委員会
佐藤幸助委員長【上程】
参考資料の見積書が間違ったものになっているのでご注意願いたい。出向者報告会に関して、本年は人数が大変多いため、グループ分けのうえリーダーを決め、代表者からマイクを回して頂く方法を考えている。ご意見頂戴したい。

鈴木力常任理事【補足】
大変多くのメンバーが出向者として活躍している。そのため時間の配分が非常に難しく、これまでの方法と趣向を変えた内容を検討していたので、皆さまのご意見をお願いしたい。

中村祥之副理事長【補足】
時間との兼ね合いで、事前にアンケートを取る形式を考案した。内容に関して疑問の残る箇所もあるため、皆さまからご意見頂戴したい。

與田委員長【質問】
アンケートから質問を抽出するとあるが、１問のみか複数問になるのか教えて頂きたい。

佐藤幸助委員長【回答】
アンケートに関しては今後委員会にて内容を揉んでいく。質問数に関しては、１問目は私より出し、他にタイムテーブルを調整しながら複数問出していく予定である。

與田委員長【意見】
多くの出向者がいるため、本音の部分を引き出せるような質問を期待している。

長谷川委員長【意見】
話を聞いたメンバーが出向に興味を持てるような内容の設えをして頂ければと思う。

荒井要雄委員長【意見】
若いメンバーの多くに話を聞いて頂ければと思う。参加人数計画に関して、次回は１１２名になるので訂正して頂きたい。また例会次第に関して、見出し番号や文字の大きさが統一されていないため、審議までの訂正をお願いしたい。

鈴木辰太郎副理事長【質問】
対内事業目的に関して、全メンバーのリーダーシップトレーニングという箇所の意味が分かり難いので説明をお願いしたい。

佐藤幸助委員長【回答】
次回までに内容推敲して、文面を整えていく。

鈴木辰太郎副理事長【意見】
対内目的を出向者に求めているところに違和感を感じる。この例会を通してどのような影響を求めるかによって中身も変わってくるのではないか。時間配分等をよく考え、アンケート以外の趣向も検討しつつ、後の懇親会が盛会に終わるような設えをして頂きたい。

伊藤副理事長【意見】
地区会長にマイク回しをさせる訳にもいかないので、役割分担をしっかり考えて頂きたい。

野口直前理事長【意見】
背景と目的に統一感が見られない。グループ毎に分けるのではなく、違った手法を考えて頂きたい。また、議案内に誤字脱字が目立つためしっかりと作り込みをして頂きたい。出向者が好きなように話すのではなく、一貫したテーマが必要になってくる。「メンバーが出向したくなる」のが目的ではなく、「現在の立ち位置でどのようにメンバーが変わっていくか」が重要になるということを踏まえてもう一度内容精査をお願いしたい。

三沢特別委員長【意見】
開催場所と見積書が一致しないなど、整合性が取れていない。よく作り込んだ議案を上程して頂きたい。

井上周士理事長【コメント】
グループ毎のディスカッションということであるが、リーダーとの打合せや目的のすり合わせ等に不安が残る面もある。メンバーに伝える部分の目的をリーダーからどう話して頂くか、直前理事長からもあったように、背景と目的をしっかりと定めて良い例会にして頂きたい。

協－０３　ＬＯＭ外褒賞の申請（案）に関する件                    グローバルシティー創造委員会
武田委員長【上程】
前回ご指摘頂いた点を修正している。過去の受賞リストも、調査中ではあるがリンクを貼っている。オフサイトミーティングで申請をしたＪＣＩアワードに関しては、先日のＡＳＰＡＣにて行われたが受賞は叶わなかった。全国大会に向け、テンプレートも異なるため、また作り込みをしていきたいと思う。

齋藤秀昭副理事長【補足】
青年会議所の活動がまちづくり・ひとづくりに転換していった事業ということでＪＣＩアワードに申請したいと思う。よろしくお願いしたい。

長瀬総括幹事【意見】
前回までの流れの対応として「受賞を目的として」とあるので、事業目的に反映修正を行ってはどうか。

鈴木辰太郎副理事長【質問】
今回を逃すとキャップアート事業は対象から外さざるを得ず、もったいないという感じが拭えない気がする。委員長としてどう考えているか。

武田委員長【回答】
委員会としてもキャップアート事業を取り上げたかったが、急ぎ審議上程となった結果であるので、オフサイトミーティングで頑張っていきたいと思う。

鈴木辰太郎副理事長【意見】
事業に関わった人の数・与えた影響の大きさを考えると、アワードのエントリーに値すると考えている。可能な限り検討をお願いしたい。

井上周士理事長【コメント】
事業を行ったうえで、そのプロセスにおいてどれだけ市民に影響を与えたかということがアワード獲得には最重要な要素となることを周知して頂きたい。低予算で多くの人を巻き込み、大きく意識を変えることができれば重要なポイントとなる。事業によってどう意識を変えていくか・どのようにまちに還元するかということを頭に置きながら事業構築をして頂ければ、ＬＯＭ外褒賞にも前進していくと思う。頑張って頂きたい。

協－０４　国際ドキュメンタリー映画祭への支援（案）に関する件     グローバルシティー創造委員会
武田委員長【上程】
２年に１度の開催となるので、前回の担当委員長と打合せをさせて頂いた。前回のポストカードが大変好評だったということで、今回もバージョンアップのうえ作成したいと考えている。開催期間は１０月１０日から１７日と決定しており、来月からボランティア説明会も始まるため、各所と連絡を取りながらより良い設えを目指す。よろしくお願いしたい。

今野常任理事【補足】
期間中多くの関係者が外国から香味庵に集まる。会場設営として青年会議所は補助的役割であるが、ポストカードの活用等で認知を深めたいと思う。

齋藤秀昭副理事長【補足】
２年に１度ということで世界各国から多くの方が来形される。「香味庵で会いましょう」というフレーズが合い言葉にもなっている。今後活躍の見込まれる人材が多数集まる中で、山形をより良く発信していきたい。多くのメンバーから手伝って頂くことでアピールに繋がるので、来年に向けて多数の参集をお願いしたい。

中村祥之副理事長【意見】
対外目的として「国際感覚を身に付ける」とあるが、ＡＳＰＡＣに向けた意味合い以上に突っ込んだ関わりが必要になってくると思われる。対外対象者に香味庵倶楽部参加者とあるが、毎回学生や一般ボランティアが多数参加される。光州に行った際、揃いのポロシャツを来た日本語を話すボランティアの方等を皆さん見られたと思う。こういった機会に外国人との触れ合いを楽しむボランティアの方々に、来年のＡＳＰＡＣでも力を貸して頂けるよう繋げていくことが必要になる。この事業だけで終わらず全てを来年に繋げていくことをメンバーが認知し、より良い事業になるようお願いしたい。

武田委員長【回答】
英語が話せるか否かではなく、グローバルな場に１歩踏み出すことが国際感覚を磨くことであると考えているので、皆さまのご協力をお願いしたい。またボランティアに関して、ＪＣＣに参加を依頼することも検討している。

野口直前理事長【意見】
ポストカードにＡＳＰＡＣのマークを入れたり、専用のＰＲカードを作成するなど、費用面と相談が必要になるが検討してはどうか。当日の法被着用なども一手であると思う。一昨年、アジア限定の映画祭をＡＳＰＡＣ内で開催できたらおもしろいといった意見も出ているので、可能性の幅を広げて検討して頂ければと思う。

協－０５　９月例会の企画・実地（案）に関する件                               会員交流委員会
與田委員長【上程】
前回の協議より大きく変更点がある。事務局との調整の中で、じゃがいもゴルフに加えて定時総会も同時開催とする方向で検討している。昨年は５０分の時間を要したということで、例会前に６０分、定時総会のための時間を予定に盛り込ませて頂いた。１９９９年に開催された全国大会の記録ビデオを２部に渡って放映し、シニアとの懇親を図るということを全体の趣旨として考えている。全編で２時間ほどあったのだが、取り組みへの情熱・大変さ・達成感が伝わってくる内容であった。メンバーで共に鑑賞し、結束力を高めていきたい。添付資料に映像があるが少々長いため、再編集のうえ５分程度に収めたいと考えている。ご意見頂戴したい。

三沢特別議長【質問】
シニアクラブ用案内文に「６４年の軌跡」とあるが、６４年とは何の数字なのか。

與田委員長【回答】
５８年が正しいので、訂正させていただく。

三沢特別委員長【意見】
現役への案内文の頭語と結語も誤っている。花火の報告を行うかの可否が明確になっておらず、シナリオの内容と事業内容の中身に整合性がないので、次回審議までに修正いただきたい。

與田委員長【回答】
頭語、結語を正しく修正する。花火の報告については、例年シニアクラブとの交流会において、報告をしておったので次第には盛り込ませている。只今タイムスケジュールを調整中であるので、決定の際にはご対応お願いしたい。

伊藤副理事長【意見・質問】
議案を見ればシニアとの交流会があるのは理解できるが、本文上には、その一文が出てきていないし、事業内容にも出ていない。しっかりと記載をするべきである。１つ質問だが、理事長挨拶の前に９９年全国大会のビデオの第一部を上映する事の意図をお聞かせ願いたい。

與田委員長【回答】
理事長挨拶の前に第一部を上映するのは、インパクトのある映像を流すことによって会場を引き締める雰囲気を作りたいというのが、一番の目的である。当然現役の理事の挨拶を冒頭に持ってくるのが、通常のやり方だと思うので、事務局と相談して対応していきたい。

伊藤副理事長【意見】
背景・目的を見てもＡＳＰＡＣ山形大会に向けてという文言がありますので、理事長の前にＡＳＰＡＣのほうが良いのではないか。確かに先輩方の全国大会のビデオは大変良いものなので、次回までにどのように構成するのかご検討いただきたい。

野口直前理事長【質問】
なぜ９９年全国大会のビデオを上映するのか。

與田委員長【回答】
全国大会は山形ＪＣにとって脈々と続いてこられた歴史の中で間違いなく大きなマイルストーンであったと思うので、ＡＳＰＡＣ山形大会を行うにあたり、当時の現役メンバーと一丸となって成功させることを再確認するという目的と、経験された部分を共有して来年のＡＳＰＡＣに望めて行ければと考え９９年の全国大会にスポットを当てさせていただいた。

野口直前理事長【意見・質問】
９９年の大会に関わらなかった、最近ご卒業された先輩方やずっと前にご卒業された先輩方にとっては、特に共有できる部分は少ないと思う。それであれば、われわれが行うＡＳＰＡＣを２７日に行われる６月例会のようなものでお見せした方が共有できるのではないか。今回の６月例会ではすべてのシニアが来るわけではないが、９月の開催であるので、大分骨組みが出来て動いていると思うので、過去のものを振り返ってお見せするよりは、前に進んだ例会の方が、華があっていいのではないか。９９年のビデオを編集するよりも、ＡＳＰＡＣのＰＲＰＶを作る時間に充てたほうが有意義ではないか。なぜ香港ＣｉｔｙＬａｄｙＪＣをなぜ呼ぶのか。

與田委員長【回答】
ご意見に関しては持ち帰り、委員会で精査させていただく。香港ＣｉｔｙＬａｄｙＪＣの件は、毎年１２月に周年イベントにお誘いいただいており、そちらに山形ＪＣがお伺いする流れが例年汲まれている。そのため賀詞交換会に隔年招待させていただいている他には機会がないために、今回案内状を出した方が良いのではないかとラインで検討した。

野口直前理事長【意見】
いつも呼ばれているから呼ぶという事では、事業の趣旨と目的にそぐわないのではないか。仮に呼ぶのであれば四錐ＪＣも姉妹ＪＣであるので、統一するべきである。秋の味覚のおいしい時期にお呼びしたいということであればしっかりと調査・現調をし、おもてなしをしていただきたい。基本的に背景と目的をしっかりとしないと呼ぶ対象者もバラバラになってしまうので、精査いただきたい。

鈴木辰太郎副理事長【回答】
香港ＣｉｔｙＬａｄｙＪＣに関しては、委員会では呼ばないという事であったが、四錐ＪＣに関しては各年度で交流を持つという契約になっている。香港ＣｉｔｙＬａｄｙＪＣに関してそのような契約や規約等が無い中でお互い行き来させていただいているので、ご案内させていただく様な提案である。呼ばなくていいのであれば良いのだが、ここ２，３年あちらから丁重なおもてなしを受けてきているので、お呼びできるとしたらこのタイミングでという指導を担当ラインとしてさせていただいた。９９年のＶＴＲについては共有という言葉があったが、あのＶＴＲを見て感動しないＪＣメンバーはいないのではないかと思っている。経験していない方々やメンバーも含め感動を覚えると思うので、その感動を共有できれば会場がひとつになって、ＡＬＬ山形ＪＣに近づけるのではないかという想いで委員会が挙げていると理解している。ご意見は賜りながら、委員会に持ち帰り良いものにしていきたい。

中村祥之副理事長【意見】
９９年のＶＴＲを見ることに関しては賛成である。ただし、目的に「ＡＳＰＡＣに向けてさらなるご協力を図る」とあるので、どちらかだけをやるというものでなくても良いのではないか。せっかくであれば実行委員長より力強くＡＳＰＡＣの大会をやる旨の説明もほしい。われわれからしてみれば６月例会同じことをやっている感覚になってしまうが、対象者がちがうので、６月から９月まで３か月かけて進捗する部分を含めて是非ＡＳＰＡＣをＰＲする場面を作っていただきたい。香港ＣｉｔｙＬａｄｙＪＣの案内文であるが、ＡＳＰＡＣに協力してほしいという要請の文面ではなく、趣旨がはっきりしていない部分があるので、先方にも伝わりづらい内容である。会場の場所の表記も誤っている様なので、しっかりと事前に打ち合わせしてご精査いただきたい。

井上周士理事長【コメント】
色々意見いただいた中で私も思ったことは、今回の６月例会はシニアの対象者が狭く、限られているということ。９９年に特化するということであるが、現会長は岡崎彌平治先輩であるが、前会長が榎森伊兵衛先輩という側面をしっかり頭の中で認識いただいた場合、９９年のＶＴＲの２部構成については若干疑問が残る。世代ごとのバランスをとるのは価値観の違いがあるので、非常に難しい。立てるところは立てながら、本題であるＡＳＰＡＣに向けてというところがポイントだと思うので、バランスを考慮しながら、素晴らしい会を組み立てていただきたい。

協－０６　卒業例会の企画・実施（案）に関する件                               総務情報委員会
荒井要雄委員長【上程】
１１月２９日に毎年恒例の卒業生をお送りする例会を開催する。昭和４８年生まれの非常に濃いＪＣライフを過ごされている皆さまをちゃんとしたおもてなしでお送りしたいがために１か月早く準備をさせていただいている。中身について昨年までからの大きな変更は２点。卒業例会の前にあるＬＯＭ内褒賞の後に卒業証書授与式も同じ会場で進めたいと考えている。５月からはじまった卒業生の会からいただいた意見を元に反映している。現在案という形で考えている。１９名のご卒業生がおり、お酒を酌み交わしお話しするために懇親の時間を昨年より長くとれるようにしている。何より大切な部分としてお送りするメンバーも１００％例会を目指し、当委員会からメンバーひとりひとりに電話させていただいている。次回上程時に状況の報告をさせていただく。各委員会の委員長様より、事前電話・前日電話をしていただき１００％例会を目指していく。さらなるご協力をお願いしたい。

横山専務理事【補足】
委員会で非常に盛り上がっており、１か月早い協議の上程になっている。１００％例会を実現するために皆さまから忌憚のない意見を頂戴したい。

長瀬総括幹事【意見】
昨年のこの時期の日程だと、日本ＪＣの事業説明会が去年の同じ日に入っていた。次年度の関係で今年も前日から行かなければならないとすると、１００％例会は無理ではないか。日程の確認をもう一度しっかりしていただき事務局の方で、調整をお願いしたい。

井上智博出向理事【意見】
鈴木慎也さんの経歴が、２０１２年ＪＣＩ関係委員会兼務委員と表記なっているが、ＡＰＤＣはアジアアライアンスの兼務委員であるので、修正をお願いしたい。

野口直前理事長【意見】
是非若いメンバーに対して、これが卒業式だという設えのものを作り上げていただきたい。卒業式だからと言って無礼講でお酒を飲むだけの会にするのではなく、若いメンバーに青年会議所のあり方を見てもらい今後の参考にしていただきたい。

安藤常任理事【意見】
入会しての最初の卒業式を見た時、ものすごく印象深いものであった。新入会員にはＪＣ感が変わるきっかけにもなりうるものなので、委員会の皆さまには感動的なものにしていただく様頑張っていただきたい。

井上周士理事長【コメント】
お一人お一人の電話連絡お疲れ様です。まず、卒業例会の本質の部分において野口直前理事長からもありましたが、それも踏まえた上で１００％例会を是非皆さんで達成させましょう。今年度だから言うわけではないが、ＬＯＭのプロセスとして必要なものであるので、良いムードを作り必ず達成できる様、委員長の皆さまにおかれましては引き続きリーダーシップをよろしくお願いします。

１７．報告・依頼事項                                                          舟山事務局長
報－０１　７月各種大会への参加のお願い                                        渉外支援委員会
佐藤幸助委員長【依頼】
７月６，７日に寒河江の地でブロック大会が開催される。先だってＡＳＰＡＣ光州大会でお世話になったブロックの皆さまに山形ＪＣとして頭数をそろえて参加し、多くのメンバーで示して参りたい。７月２０，２１日にはサマーコンファレンスが開催され、ＡＳＰＡＣのＰＲ等々の任務が出てくるので、より多くのメンバーから参加していただきたい。

報－０２　ＭＹＥ（ＪＣＩ中間常任理事会）・ＧＰＳ(グローバルパートナーシップサミット)に関する件
渉外支援委員会
佐藤幸助委員長【依頼】
サマーコンファレンス終了後の翌日７月２２日から、ニューヨークの地でＭＹＥが開催される。

報－０３　外務省ＯＤＡ出前講座                              ヒューマンネットワーク創造委員会
長谷川委員長【依頼】
ＵＮＭＤＧｓの実施に関して、７月２日に外務省参事官の南様をお招きし、「ＭＤＧsの概要、現状と課題」という演題で講演を頂戴する。実際に携わっている外務省の方をお招きし、貴重な学びの機会としたいと考えている。５０名ほどのメンバーから参加いただきたい。ご協力ご参加をお願いしたい。

報－０４　定例理事会の出欠状況について 
報－０５　ルームの部備品未返却について 
報－０６　委員会別「ルームコピー機」使用状況について 
報－０７　次回上程スケジュール・今後のスケジュールについて 
報－０８　公益社団法人日本青年会議所　理事会参加依頼について                        事務局
舟山事務局長【報告・依頼】
それぞれリンクを開き確認いただきたい。特に今後のスケジュールについて７月の予定もかなり込み合っておりほぼ毎日公務が入っている状況なので、確認をお願いしたい。

報－０９　業務執行理事の職務執行状況の報告（口頭にて説明）                     業務執行理事
横山専務理事【報告】
[bookmark: _GoBack]ＪＣリポートＰ１５２に記載されているが、副理事長及び専務理事は一般社団財団法人法上、業務執行理事として、兼務することになっている。その中で理事長及び業務執行理事は事業年度ごとに４か月を超える間隔で２回以上、自己の職務執行の状況を理事会に報告しなければならないと定款で定められている。

報－１０　ＡＳＰＡＣ光州大会の参加御礼について                               渉外支援委員会
佐藤幸助委員長【報告・御礼】
多くの皆さまから参加していただいたことに感謝申し上げる。当委員会設営のＪＡＰＡＮ　ＮＩＧＨＴブースにおいて、どら焼き１，０００個、Ｆａｃｅｂｏｏｋ案内カード５，０００枚も早々にお渡しでき充分にＰＲできた。７月にも次々に様々な大会が控えており、ＡＳＰＡＣのＰＲの為にはメンバーの人数が必要になるので、引き続きのご協力をお願いしたい。

報－１１　花火協賛金のお願いについて                                      花火大会特別委員会
渡部本部長【依頼】
ＡＳＰＡＣ光州大会が終了し、本格的に花火大会の協賛金集めをお願いしたい。メンバー企業の分を６月中にお納めいただいた後、協賛企業様の分を集めていただきたい。事務員さんが先週から入っているので、事務所でも協賛金受付を始めているので、是非よろしくお願いしたい。

三沢特別委員長【依頼】
自社企業様分は是非６月中にお納めいただきたい。協賛金も出来るだけ早めに集めていただき、切羽詰まらないように対応していきたいので、ご協力お願いしたい。

報－１２　ＡＳＰＡＣ光州大会の報告・御礼
井上智博出向理事【報告・御礼】
日本ＪＣ国際グループＪＣＩ関係委員会より改めてＡＳＰＡＣ光州大会の御礼を申し上げる。山形メンバーが出向している委員会はＡＳＰＡＣコーディネーターチームとして、準備に携わったこと心より御礼申し上げる。この度のＡＳＰＡＣ光州大会に関しては日本ＪＣからは２，５０１名、３１９ＬＯＭの登録いただいた。山形ＪＣにおいても１１６名全員の登録をいただいた。山形ブロックからは１７９名で昨年から５６名１４９％増での登録をいただいた。これもひとえに井上周士理事長をはじめとする皆さまから山形ブロック協議会へのコミットメントの成果である。大会期間中任務があり、ＬＯＭの事業に参加できないところもあったが、皆さまからあたたかいご支援いただきましたこと、重ねて御礼申し上げる。これからもＭＹＥ、ＧＰＳ、世界会議と国債の機会が残っているが、日本ＪＣ国際グループ及び出向者に対して引き続き変わらぬご支援を賜りますようお願いしたい。

１８．次回開催                                                                 横山専務理事
第７回定例理事会７月３０日火曜日　場所：パレスグランデール

１９．監事講評                                                                  中村正利監事
まずは長時間にわたる理事会大変お疲れ様でした。また、冒頭井上周士理事長からもございました通り、６月のＡＳＰＡＣ光州大会に参加された皆さま、ＬＯＭで支えていただいたメンバーの皆さま大変ありがとうございました。先月の理事会の時に申し上げましたが、ＡＳＰＡＣ光州大会が終わった時が上程の締切りと総務委員長から出ておりました。その中で本日の議案をみさせていただいておりますと、先月からバージョンアップしていない部分が多く目についております。決算の取り下げの件ですとか、審議振替えのところで手間取ったりというところがございましたので、ＡＳＰＡＣということで皆さん非常にご苦労されるということを理事会の場でわかっておりましたので、そういったところを再度ご確認いただければと思います。また、６月末にあります例会、それと７月の例会、各種大会とまだまだ皆さまのお力をフルに発揮していただかないといけない場が続きますので、そういったところも鑑みまして委員会の方では議案を細かいところまでチェックしていただいて、常任理事・副理事長の皆さまはそういったところのフォローアップをお願いいたします。この後説明会があるということでありますので、ここで示させていただきますが、次回更なる議案の上程をよろしくお願いします。以上監事講評とさせていただきます。本日は大変お疲れ様でした。

２０．閉会                                                                   横山専務理事
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